
＜個別協定の事例＞

○地域農業の担い手 ー有限会社「みらい天間林」ー

１．個別協定の概要

市町村･協定名 青森県上北郡七戸町 みらい天間林
かみきたぐんしちのへまち みらいてんまばやし

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地

34.6ha 水稲・牧草・豆類

ほか

交 付 金 額 個人配分 0％

276万円 共同取組活動 水路・農道等の維持管理等経費 55％

100％ その他（田植機・コンバインを購入し4年間で返済） 45％（ ）

協定参加者 有限会社１社（生産者6名）

有限会社みらい天間林は、農家の減少や高齢化により耕作放棄地が増加し、地域農業

が遠からずして崩壊の危機に直面するとの認識から、農作業受委託による農家支援や転

作農地の有効活用を図っていくことを目的に平成15年1月に設立された。

同社は旧天間林村が発起人となりＪＡなどが支援する新しい手法による法人であり、

将来の水田農業の新しい担い手と期待されている。また、旧天間林村やＪＡから出資を

、 、 。を受けているが 独立採算制を基本としており 法人として認定農業者にもなっている

生産調整面積の拡大する中、地域の振興品目として転作小豆・そば栽培を経営の柱に

しながら、水稲育苗や耕起、田植え、病害虫防除、収穫をはじめ、畦畔の草刈り、畑作

物の除草など農作業全般を請け負いながら、地域農業の担い手として意欲的に生産活動

に取り組み、受託面積のさらなる増加を目指している。

［活動内容］

農業生産活動等 多面的機能増進活動 体制整備に向けた取組

生産性・収益の向上

農地の耕作・管理 34.6ha 農地と一体になった周辺 ・農作業受委託の推進。（ ）

林地の下草刈り ・田植機・コンバイン購入。

共同取組活動

共同取組活動 共同取組活動

水路・作業道の管理 担い手の定着

・水路4km、清掃年1回、草 新技術習得のため先進地を視

刈り年2回 察研修

・道路3km、年2回 草刈り

共同取組活動

共同取組活動

集落外との連携

○七戸町及びＪＡとうほく天間との連携による旧天間林村内の農作業受委託ＰＲとそ

の実践。



２．農用地保全マップの概要（個別協定の取組のため作成していない）

３．取組内容

・耕作放棄されそうな農用地については、集落以外の担い手農家や第３セクター等によ

る賃借権設定や農作業の受委託を行う。

・既耕作放棄地を協定農用地に含める場合には、耕作放棄地の復旧、畜産的利用又は林

地化を行う。

・既耕作放棄地を協定農用地に含めない場合には、協定農用地に悪影響を与えないよう

草刈り、防虫対策等の保全管理を行う。

・畦畔については、6月と7月と8月に草刈りを行う。

・水路については4月に水路清掃、6月と8月に草刈りを行う。また、梅雨、台風等の降

雨後には見回りを行う。

・農道については簡易補修、6月と8月に草刈りを行う。

・農地と一体となった周辺林地の下草刈り等を行う。

［平成21年度までの取組目標］

○ 農作業の効率化を推進するための農作業の受委託を進める （現状：34.6ha、目標：耕作放棄地等。

が発生しそうな場合受託推進 （18年度34.6ha、対象農業地内での増加なし））

○ 新技術習得のため研修などに参加する（現状：大規模小豆作業実行中、目標：小豆作業先進地の

視察研修 （18年度未実施））

○ 米の生産に関する目標（現状9.1ha、目標18.9ha、18年度9.1ha）

○ 機械・農作業の共同化：田植機、コンバインを購入（4年間で返済）

青色の場所が協定農用地

水路の草刈り


